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(57)【要約】
　内視鏡システム１は、被検体内に挿入される挿入部１
０と、挿入部１０に設けられ、被写体の第１の領域から
第１の画像を取得する第１の画像取得部１３と、挿入部
１０に設けられ、第１の領域と隣り合う領域を含む被写
体の第２の領域から第２の画像を取得する第２の画像取
得部１６，１７と、画像を表示するための表示部５，６
，７に第１の表示領域とこれに隣接した第２の表示領域
とをそれぞれ設定し、第１の画像を第１の表示領域に配
置し第２の画像の一部を第１の表示領域内に第１の画像
と隣接させて配置するとともに、第２の画像の残りの部
分を第２の表示領域内に配置するように画像処理する画
像処理部と、を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部と、
　前記挿入部に設けられ、被写体の第１の領域から第１の画像を取得する第１の画像取得
部と、
　前記挿入部に設けられ、前記第１の領域と隣り合う領域を含む被写体の第２の領域から
第２の画像を取得する第２の画像取得部と、
　画像を表示するための表示部に第１の表示領域とこれに隣接した第２の表示領域とをそ
れぞれ設定し、前記第１の画像を前記第１の表示領域に配置し前記第２の画像の一部を前
記第１の表示領域内に前記第１の画像と隣接させて配置するとともに、前記第２の画像の
残りの部分を前記第２の表示領域内に配置するように画像処理する画像処理部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１の画像と前記第２の画像とを表示信号にそれぞれ変換し、前記表示部に対して
前記表示信号を出力する画像出力部を有していることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡システム。
【請求項３】
　前記画像出力部は、
　隣り合った異なる複数の表示部を前記第1の表示領域及び前記第2の表示領域としてそれ
ぞれ割り当てて前記第1の画像と前記第2の画像とを前記複数の表示部に表示する複数表示
モードと、
　一つの表示部内の同一の画面に前記第1の表示領域と前記第２の表示領域とを隣り合わ
せて設定して、前記第１の画像と前記第2の画像とを表示する単一表示モードと、
　のうちいずれかをそれぞれ切り替えて前記表示信号を出力することを特徴とする請求項
２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記画像出力部から表示信号が入力されて、前記第１の画像と前記第２の画像とを表示
する少なくとも一つの表示装置を備えていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡シ
ステム。
【請求項５】
　前記画像処理部は、前記第１の表示領域に隣接するように前記第２の表示領域における
前記第２の画像の残りの部分を配置することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システ
ム。
【請求項６】
　前記画像処理部は、二つの前記第２の画像におけるそれぞれの一部を前記第１の画像の
両隣にそれぞれ隣接するように合成することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システ
ム。
【請求項７】
　前記第１の画像取得部は、前記第１の画像を光電変換する第１の撮像部を備え、
　前記第２の画像取得部は、前記第２の画像を光電変換する前記第1の撮像部とは異なる
第２の撮像部を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記第１の領域は、前記挿入部の長手方向に沿った挿入部前方を含む領域で、前記第１
の画像は、前記第１の画像取得部によって取得された前記第１の領域の画像であり、
　前記第２の領域は、前記挿入部の長手方向に直交する挿入部側方を含む領域で、前記第
２の画像は、前記第２の画像取得部によって取得された前記第２の領域の画像であること
を特徴とすることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記第１の被写体像および前記第２の被写体像のうち少なくともいずれかを所定の形状
に変換する画像変換部を備えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
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【請求項１０】
　前記画像変換部は、前記第１の被写体像の側端部が凸曲状になっている形状に変換し、
前記第２の被写体像の一方の側端部を前記第１の被写体像の前記凸曲状と一致する凹曲状
に歪んだ形状に変換することを特徴とする請求項９に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記第１の被写体像および前記第２の被写体像を１つの画像に合成する画像合成部を備
えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記第１の被写体像および前記第２の被写体像を記録する画像記録部を有していること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記第１の画像および前記第２の画像を１つに合成して一つのファイリング形式で前記
画像記録部に保存する第１のモードと、
　前記第１の画像および前記第２の画像を個別に分けた複数のファイリング形式で前記画
像記録部に保存する第２のモードと、
　一つのファイリング形式に合成した前記第１の画像および前記第２の画像と、複数のフ
ァイリング形式として分けた前記第１の画像および前記第２の画像とを、同時に前記画像
記録部に保存する第３のモードと、
　を選択的に切り替えるスイッチを備えたことを特徴とする請求項１２に記載の内視鏡シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に、前方視野および側方視野の被写体像を取得す
る内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡が、医療分野及び工業分野において広く用いられている。内視鏡は、挿入
部の先端側に照明手段及び観察手段を備え、被検体内に挿入されて被検体内の観察及び検
査をすることができる。
【０００３】
　近年において、例えば日本国特表２０１３－５４４６１７号公報に開示されるように、
挿入部の前方側を観察視野とする前方視野の他に、挿入部の側面側を観察視野とする側方
視野を備えた２以上の方向を観察できるマルチカメラ内視鏡が提案されている。このよう
なマルチカメラ内視鏡を用いれば、検査者は、前方と側方の２方向の同時に観察すること
で広角視野による被検体内の観察が行える。
【０００４】
　しかしながら、従来のマルチカメラ内視鏡では、前方視野用の画面およびこの前方視野
用の左右に設けられた側方視野用の画面の全てを同時に見ることが困難であるという課題
があった。
【０００５】
　そのため、医師などのユーザは、病変を見落としたり、全ての画面を注意深く見ること
により疲労が増加したりする問題があった。
【０００６】
　さらに、従来のマルチカメラ内視鏡では、被検体の観察画像が丸く表示される場合が多
く、１つの画面で観察可能な場合においても、画面が横長であるため、画面における使用
していないスペースが増加してしまう。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、画面に表示される観察画像
の無駄を軽減して効率よく表示でき、観察画像の視認性を向上することでユーザへの疲労
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を軽減する内視鏡システムを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明における一態様の内視鏡システムは、被検体内に挿入される挿入部と、前記挿入
部に設けられ、被写体の第１の領域から第１の画像を取得する第１の画像取得部と、前記
挿入部に設けられ、前記第１の領域と隣り合う領域を含む被写体の第２の領域から第２の
画像を取得する第２の画像取得部と、画像を表示するための表示部に第１の表示領域とこ
れに隣接した第２の表示領域とをそれぞれ設定し、前記第１の画像を前記第１の表示領域
に配置し前記第２の画像の一部を前記第１の表示領域内に前記第１の画像と隣接させて配
置するとともに、前記第２の画像の残りの部分を前記第２の表示領域内に配置するように
画像処理する画像処理部と、を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、画面に表示される観察画像の無駄を軽減して効率よく表示でき、観察
画像の視認性を向上することでユーザへの疲労を軽減する内視鏡システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１の形態に関わる内視鏡システムの構成を示す構成図
【図２】同、３つの表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概略図
【図３】同、撮像画像領域から切出す画像領域を説明する図
【図４】同、前方視野用の画像領域が変換される状態を説明するための図
【図５】同、第１の側方視野用の画像領域が変換される状態を説明するための図
【図６】同、第２の側方視野用の画像領域が変換される状態を説明するための図
【図７】同、画像処理の手順を説明する図
【図８】同、３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図９】同、１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図１０】同、第１の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す
概略図
【図１１】同、第１の変形例の画像処理の手順を説明する図
【図１２】同、第１の変形例の３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図１３】同、第１の変形例の１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図１４】同、第２の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す
概略図
【図１５】同、第２の変形例の画像処理の手順を説明する図
【図１６】同、第２の変形例の３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図１７】同、第２の変形例の１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図１８】同、第３の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す
概略図
【図１９】同、第３の変形例の画像処理の手順を説明する図
【図２０】同、第３の変形例の３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図２１】同、第３の変形例の１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図２２】同、第４の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す
概略図
【図２３】同、第４の変形例の画像処理の手順を説明する図
【図２４】同、第４の変形例の３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図２５】同、第４の変形例の１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図２６】同、第５の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す
概略図
【図２７】同、第５の変形例の画像処理の手順を説明する図
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【図２８】同、第５の変形例の３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図２９】同、第５の変形例の１つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図
【図３０】同、第２の実施の形態に関わる内視鏡により撮影された被検体像が表示された
５つの表示装置を示す図
【図３１】同、変形例の内視鏡の先端部の構成を示す斜視図
【図３２】同、変形例の内視鏡により撮影された被検体像が表示された５つの表示装置を
示す図
【図３３】同、変形例の内視鏡により撮影された被検体像が表示された１つの表示装置を
示す図
【図３４】第３の実施の形態に関わる画像記録部および内視鏡画像が表示された表示装置
を示す図
【図３５】第４の実施の形態に関わる側方観察用のユニットが取り付けられた挿入部１０
の先端部１１の斜視図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明である内視鏡装置について説明する。なお、以下の説明において、各実施
の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部分の
厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間において
も互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１２】
　なお、以下の構成説明における内視鏡は、生体の上部または下部の消化器官に挿入する
ため挿入部が可撓性のある所謂軟性鏡を例に挙げて説明するが、これに限定されることな
く、外科用に用いられる挿入部が硬質な所謂硬性鏡にも適用できる技術である。
【００１３】
（第１の実施の形態）
　先ず、図面に基づいて本発明の一態様の内視鏡システムを説明する。　
　図１は、本実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示す構成図、図２は３つの表示
装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概略図、図３は撮像画像領域から切
出す画像領域を説明する図、図４は前方視野用の画像領域が変換される状態を説明するた
めの図、図５は第１の側方視野用の画像領域が変換される状態を説明するための図、図６
は第２の側方視野用の画像領域が変換される状態を説明するための図、図７は画像処理の
手順を説明する図、図８は３つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図９は１
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【００１４】
　図１に示す、内視鏡システム１は、内視鏡２と、プロセッサ３と、光源装置４と、ここ
では３つの表示装置としてのモニタ５，６，７とを含んで構成されている。
【００１５】
　内視鏡２は、被検体の内部に挿入される可撓性を備えた挿入部１０と、図示しない操作
部とを有し、図示しない内視鏡ケーブルにより、プロセッサ３および光源装置４に接続さ
れている。
【００１６】
　内視鏡２は、挿入部１０の先端部１１に前方視野用の照明窓（第１の照明部）１２と観
察窓（第１の画像取得部）１３と、側方視野用の２つの照明窓（第２の照明部）１４、１
５と２つの観察窓（第２の画像取得部）１６、１７が設けられている。
【００１７】
　すなわち、内視鏡２は、照明窓１２の他に、ここでは２つの照明窓１４，１５を有し、
観察窓１３の他に、ここでは２つの観察窓１６と１７とを有している。
【００１８】
　照明窓１４と観察窓１６は、第１の側方視野用であり、照明窓１５と観察窓１７は、第
２の側方視野用である。そして、複数の、ここでは２つの観察窓１６，１７は、挿入部１
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０の周方向に略均一な角度で配置されている。
【００１９】
　なお、挿入部１０の先端部１１は、図示しない先端硬性部材を有し、照明窓１２が、先
端硬性部材の先端面に設けられ、２つの照明窓１４，１５は、先端硬性部材の側面に設け
られている。
【００２０】
　先端部１１内において、前方視野用の観察窓１３の後ろ側には、前方視野用の撮像ユニ
ット２１が配設されている。また、先端部１１内において、観察窓１６の後ろ側には、第
１の側方視野用の撮像ユニット２２が配設され、観察窓１７の後ろ側には、第２の側方視
野用の撮像ユニット２３が配設されている。
【００２１】
　撮像部である３つの撮像ユニット２１，２２，２３の各々は、ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの
撮像素子を有し、プロセッサ３と電気的に接続され、プロセッサ３により制御されて、撮
像信号をプロセッサ３へ出力する。したがって、各撮像ユニット２１，２２，２３は、画
像（被写体像）を光電変換する撮像部を構成している。
【００２２】
　そして、観察窓１３は、挿入部１０の先端部１１において、挿入部１０が挿入される方
向に配置され、観察窓１６，１７は、挿入部１０の側面部において、挿入部１０の外径方
向に配置されている。
【００２３】
　即ち、観察窓１３は、挿入部１０の先端部１１に設けられ、第１の領域である前方の領
域から第１の画像である第１の被写体像を取得する第１の画像取得部を構成している。
【００２４】
　また、観察窓１６，１７のそれぞれは、挿入部１０の先端部１１に設けられ、前方とは
異なるここでは左右方向の領域としての第２の領域である側方から第２の画像である第２
の被写体像を取得する第２の画像取得部を構成している。
【００２５】
　換言すると、第１の画像である第１の被写体像が挿入部１０の長手方向に略平行な挿入
部前方を含む、第１の領域の被写体像となり、第２の画像である第２の被写体像が挿入部
１０の長手方向に略直交する挿入部側方を含む左右方向である第２の領域の被写体像とな
る。なお、第２の領域は、観察窓１６，１７の位置を挿入部１０の中心軸回りに略９０度
回転させた位置に設けた上下方向の領域としてもよい。
【００２６】
　前方視野用の照明窓１２の後ろ側には、前方視野用の照明用発光素子２４が配設されて
いる。また、照明窓１４の後ろ側には、第１の側方視野用の照明用発光素子２５が先端部
１１内に配設されている。そして、照明窓１５の後ろ側には、第２の側方視野用の照明用
発光素子２６が先端部１１内に配設されている。
【００２７】
　これら照明用発光素子（以下、照明用発光素子という）２４，２５，２６は、例えば発
光ダイオード（ＬＥＤ）である。　
　したがって、照明用発光素子２４に対応する照明窓１２は、前方に照明光を出射する照
明部であり、照明用発光素子２５，２６の各々に対応する照明窓１４，１５は、側方に照
明光を出射する照明部である。
【００２８】
　プロセッサ３は、測光部３１と、制御部３２と、が内蔵されている。制御部３２は、３
つの撮像ユニット２１，２２，２３から出力された３つの撮像信号が撮像ケーブル２１ａ
，２２ａ，２３ａを介して入力され、これら３つの撮像信号に基づいた３つの内視鏡画像
を生成し合成して、３つのモニタ５，６，７へ出力する。
【００２９】
　光源装置４は、照明制御部３３が内蔵されている。照明制御部３３は、プロセッサ３の
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制御部３２により制御される。
【００３０】
　照明制御部３３は、照明用発光素子２４，２５，２６の発光量とオン／オフを制御する
回路であり、照明用発光素子２４，２５，２６毎に、信号線２４ａ，２５ａ，２６ａを介
して制御信号を出力する。さらに、照明制御部３３は、制御部３２からの調光信号に基づ
いて、各照明用発光素子２４，２５，２６の光量を制御する。
【００３１】
　さらに、照明制御部３３は、各照明用発光素子のオンとオフの発光タイミングを制御す
る。すなわち、照明制御部３３は、互いに異なる所定のタイミングで、前方への照明光の
出射と、側方への照明光の出射を制御する照明制御部を構成する。
【００３２】
　以上のように構成された内視鏡システム１は、内視鏡２の先端部１１に設けられた各撮
像ユニット２１，２２，２３により取得された被写体像を合成して３つのモニタ５，６，
７に表示する。
【００３３】
　このとき、３つのモニタ５，６，７には、画像生成部であるプロセッサ３の制御部３２
により生成された合成画像が表示される。
【００３４】
　詳述すると、図２に示すように、プロセッサ３の制御部３２には、表示領域設定部３５
と、３つの切り出し部４１，４２，４３と、３つの画像変換部４４，４５，４６と、画像
合成部４７と、各種メモリなどの画像記録部４８と、が設けられている。なお、画像記録
部４８は、プロセッサ３に着脱自在な構成としてもよい。
【００３５】
　３つの切り出し部４１，４２，４３には、内視鏡２の先端部１１に内蔵された３つの撮
像ユニット２１，２２，２３によって光電変換された撮像信号が測光部３１および表示領
域設定部３５を介してそれぞれ入力される。
【００３６】
　具体的には、前方視野用の撮像ユニット２１からの撮像信号が前方視野用の切り出し部
４１に入力され、第１の側方視野用の撮像ユニット２２からの撮像信号が第１の側方視野
用の切り出し部４２に入力され、第２の側方視野用の撮像ユニット２３からの撮像信号が
第２の側方視野用の切り出し部４３に入力される。
【００３７】
　即ち、内視鏡２の視野方向毎に３つの切り出し部４１，４２，４３が制御部３２内に設
けられている。
【００３８】
　これら３つの切り出し部４１，４２，４３は、図３に示すように、入力されたそれぞれ
の撮像信号に基づいた、ここでは略円形の撮像画像領域５０から、それぞれが、ここでは
四角形となる所定の画像領域５１，５２，５３の画像情報のみを切り出した（マスキング
した）撮像信号に変換する。
【００３９】
　そして、３つの切り出し部４１，４２，４３は、設定された所定の画像領域５１，５２
，５３の画像情報のみを切り出した撮像信号を電気的に接続されている画像変換部４４，
４５，４６に出力する。
【００４０】
　これら３つの画像変換部４４，４５，４６は、入力された撮像信号に基づいた画像を設
定された形状に変換する。
【００４１】
　具体的には、前方視野用の画像変換部４４は、図４に示すように、切り出した所定の画
像領域５１を円形にした後、ここでは上下をマスキングすることで両側部が凸曲状の円弧
状となるよう歪ませる。
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【００４２】
　このとき、画像変換部４４は、画像領域５１の上方の左右の角部ＵＬ，ＵＲ側および下
方の左右の角部ＤＬを内方（中央側）に歪ませると共に、画像領域５１の上下方向の左右
の中間部ＣＬ，ＣＲを外方（中央側と反対側）に歪ませた画像形状の画像データに変換す
る。
【００４３】
　また、第１の側方視野用の画像変換部４５は、図５に示すように、切り出した所定の画
像領域５２の左側が凸曲状および右側が凹曲状となるよう歪ませる。
【００４４】
　このとき、画像変換部４５は、画像領域５２の上方の左右の角部ＵＬ，ＵＲ側および下
方の左右の角部ＤＬを右側に歪ませると共に、画像領域５１の上下方向の左右の中間部Ｃ
Ｌ，ＣＲを左側に歪ませた画像形状の画像データに変換する。
【００４５】
　具体的には、前方視野用の画像変換部４４は、図４に示すように、切り出した所定の画
像領域５１を丸い形状の画像に変形し、例えばその後で上下をマスキングする等の調整を
行うことで長円形、円形、樽形のような両側部が凸曲状の円弧状となるよう歪ませる。
【００４６】
　このとき、画像変換部４６は、画像領域５３の上方の左右の角部ＵＬ，ＵＲ側および下
方の左右の角部ＤＬを左側に変形すると共に、画像領域５１の上下方向の左右の中間部Ｃ
Ｌ，ＣＲを右側に変形させた画像形状の画像データに変換する。
【００４７】
　なお、各画像変換部４４，４５，４６は、変換した前方視野方向の画像領域５１の左右
の両側部の凸曲状と、変換した各側方視野方向の２つの画像領域５２，５３の左右一方の
側部の凹曲状と、が一致するように各画像領域５１，５２，５３を歪ませる。
【００４８】
　各画像変換部４４，４５，４６は、変換した画像領域５１，５２，５３の画像データを
画像合成部４７に出力する。
【００４９】
　そして、画像合成部４７は、入力された画像領域５１，５２，５３の３つの画像データ
を画像領域５１の左右の両側部の凸曲状に画像領域５２，５３の凹曲状を一致させた１つ
の画像に合成する。
【００５０】
　このとき、画像合成部４７は、前方視野である画像領域５１を中央にして、この画像領
域５１と隣接するように、第１の側方視野用の画像領域５２を画像領域５１に対して左側
とし、第２の側方視野用の画像領域５２を画像領域５１に対して右側として合成する。
【００５１】
　この合成された画像データは、画像合成部４７から、予め指定された倍率に変換されて
、画像出力部４９により表示信号に変換されて３つのモニタ５，６，７に出力される。
【００５２】
　このとき、画像合成部４７は、同時に画像領域５１，５２，５３の３つの画像データを
合成した合成画像データを画像記録部４８に出力する。なお、画像記録部４８は、入力さ
れた合成画像データを記録する。
【００５３】
　そして、中央に設置されたモニタ５の表示領域には、図２に示したように、中央に前方
視野方向の画像領域５１の観察画像が表示され、各側方視野方向の２つの画像領域５２，
５３のうち、画像領域５１に隣接した一部の観察画像５２ａ，５３ａが表示される。
【００５４】
　即ち、モニタ５は、画像領域５１の観察画像が表示される第１の表示領域と観察画像５
２ａ，５３ａが表示される第２の表示領域を有している。
【００５５】
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　プロセッサ３の表示領域設定部３５は、第１の表示領域、第２の表示領域をそれぞれ認
識し、上記のように第１の表示領域に画像領域５１の観察画像が、第２の表示領域に観察
画像５２ａ，５３ａがそれぞれ配置されるように表示する設定を行って観察画像を割り振
る。
【００５６】
　このときの前方視野方向の画像領域５１の観察画像と、各側方視野方向の２つの画像領
域５２，５３のうち、第１の表示領域に表示される画像領域５１と、この画像領域５１に
隣接した第２の表示領域に表示される一部の観察画像５２ａ，５３ａの表示割合は、ユー
ザが任意に設定できるものである。
【００５７】
　また、モニタ５の左に設置されたモニタ６には、第１の側方視野方向の画像領域５２の
うち、観察画像５２ａを除いた残りの部分の観察画像５２ｂが表示される。
【００５８】
　なお、モニタ５の右に設置されたモニタ７には、第２の側方視野方向の画像領域５３の
うち、観察画像５３ａを除いた残りの部分の観察画像５３ｂが表示される。
【００５９】
　即ち、本実施の形態の内視鏡システム１は、図７に示すように、プロセッサ３の制御部
３２によって、３つの撮像画像領域５０の丸い画像を３つの画像切り出し部４１，４２，
４３が四角に切り出す。
【００６０】
　そして、制御部３２は、前方の画像領域５１を画像変換部４４が長円形、円形、樽形の
ような丸い形状に変換し、２つの側方の画像領域５２，５３を画像変換部４５，４６が凹
状に変換して、画像合成部４７が３つの画像領域５１，５２，５３を合成する。
【００６１】
　こうして、内視鏡システム１は、図８に示すように、モニタ５の第１の表示領域に前方
の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領域に側方の画像領域５２，５３の一部の
観察画像５２ａ，５３ａを表示する。
【００６２】
　なお、側方の画像領域５２，５３の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂは、モニタ６，７に
表示される。
【００６３】
　こうして、３つのモニタ５，６，７には、各表示領域に表示される側方画像の水平方向
の寸法が、ほぼ正しく表示される。
【００６４】
　さらに、内視鏡システム１は、プロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記録部４８
に処理した画像を記録する。
【００６５】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡システム１では、中央に配置されるモニ
タ５にも前方視野方向の観察画像に加え、各側方視野方向の観察画像の一部が表示されて
、無駄なく被検体像が表示される。
【００６６】
　そのため、内視鏡システム１は、前方視野の観察画像と各側方視野の観察画像を効率よ
く表示させることができると共に、被検体像の情報に連続性を感じることができるように
なる。即ち、中央のモニタ５の中央から前方視野方向の観察画像と各側方視野方向の観察
画像が左右に広がるような印象の画像となる。
【００６７】
　また、ユーザは、中央に配置されたモニタ５に集中していても、各側方視野の観察画像
も表示されることで被検体像の側方の情報も入るため、従来に比して、病変の見落としが
防止される。そして、ユーザは、特に側方の被検体像の情報を得るために、全てのモニタ
５，６，７を注意深く見る必要が軽減されて疲労度が軽減される。
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【００６８】
　以上の説明により、内視鏡システム１は、画面であるモニタ５，６，７に表示される観
察画像の無駄を軽減して、観察画像の視認性を向上することでユーザへの疲労を軽減する
ことができる。
【００６９】
　また、第１の領域(前方視野)とは異なる第２の領域(側方視野)とは、光軸が異なる方向
を向いていることを指し、また、画像を切り出す際に大きく視野が失われないように、前
方視野と側方視野の範囲は前方視野と側方視野の境界部分においてそれぞれ、一部が重な
っていても、ほぼ隙間なく隣り合っていても、重なった範囲を持たず僅かな間隔で離れて
いてもよい。
【００７０】
　さらに、第１の被写体像と第２の被写体像とが隣接する部分に円滑に接続する境界処理
等を行って違和感を低減する画像処理を併せて行ってもよい。
【００７１】
　なお、図９に示すように、３つのモニタ５，６，７それぞれの画面に表示部分を１つず
つ表示する領域として設定したが、１つのモニタの１つの画面に複数、例えば３つの表示
部分をプロセッサ３により設定し、その複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視
野画像を表示させる他の動作モードで動作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【００７２】
（第１の変形例）
　図１０は、第１の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概
略図、図１１は第１の変形例の画像処理の手順を説明する図、図１２は第１の変形例の３
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図１３は第１の変形例の１つの表示装
置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【００７３】
　本変形例の内視鏡システム１は、図１０に示すように、プロセッサ３の制御部３２に画
像合成部４７に変えて画像分割振り分け部３６が設けられ、３つのモニタ５，６，７の他
にさらにモニタ３８が設けられている。
【００７４】
　このように構成された内視鏡システム１では、図１１に示すように、３つの撮像画像領
域５０の丸い画像をプロセッサ３の制御部３２の３つの画像切り出し部４１，４２，４３
によって四角に切り出す。
【００７５】
　そして、制御部３２は、前方の画像領域５１を画像変換部４４が長円形、円形、樽形の
ような丸い形状に変換し、側方の２つの画像領域５２，５３を画像変換部４５，４６が凹
状に変換する。
【００７６】
　その後、制御部３２は、画像分割振り分け部３６が側方の画像領域５２，５３の一部を
分割して前方の画像領域５１と共に表示できるように変換(なお、その部分だけ合成でも
よい)する。
【００７７】
　こうして、内視鏡システム１は、図１２に示すように、３つのモニタ５，６，７のうち
、モニタ５の第１の表示領域に前方の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領域に
側方の画像領域５２，５３の一部の観察画像５２ａ，５３ａを表示して、モニタ６，７に
側方の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂを表示する。
【００７８】
　さらに、内視鏡システム１は、プロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記録部４８
に処理した画像を記録する。
【００７９】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、モニタ５とモニタ６，７との境界
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で、両側方の画像の一部が隠れないようにすることができる。
【００８０】
　なお、図１３に示すように、本変形例の内視鏡システム１においても、３つのモニタ５
，６，７それぞれの画面に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、１つのモ
ニタ３８の１つの画面に複数、例えば３つの表示部分をプロセッサ３により設定し、その
複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像を表示させる他の動作モードで動
作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【００８１】
（第２の変形例）
　図１４は、第２の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概
略図、図１５は第２の変形例の画像処理の手順を説明する図、図１６は第２の変形例の３
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図１７は第２の変形例の１つの表示装
置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【００８２】
　本変形例の内視鏡システム１は、図１４に示すように、プロセッサ３の制御部３２に画
像変換部４４，４５，４６が設けられておらず、３つのモニタ５，６，７の他にさらにモ
ニタ３８が設けられている。
【００８３】
　このように構成された本変形例の内視鏡システム１では、図１５に示すように、３つの
撮像画像領域５０の丸い画像をプロセッサ３の制御部３２の３つの画像切り出し部４１，
４２，４３によって四角に切り出す。
【００８４】
　そして、制御部３２は、切り出された四角い前方および側方の３つの画像領域５２，５
３を画像合成部４７によって合成して、図１６に示すように、３つのモニタ５，６，７の
うち、モニタ５の第１の表示領域に前方の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領
域に側方の画像領域５２，５３の一部の観察画像５２ａ，５３ａを表示して、モニタ６，
７に側方の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂを表示する。
【００８５】
　さらに、内視鏡システム１は、ここでもプロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記
録部４８に処理した画像を記録する。
【００８６】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、各表示領域に表示される側方画像
の水平方向の寸法をほぼ正しく表示することができる。
【００８７】
　なお、図１７に示すように、本変形例の内視鏡システム１においても、３つのモニタ５
，６，７それぞれの画面に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、１つのモ
ニタ３８の１つの画面に複数、例えば３つの表示部分をプロセッサ３により設定し、その
複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像を表示させる他の動作モードで動
作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【００８８】
（第３の変形例）
　図１８は、第３の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概
略図、図１９は第３の変形例の画像処理の手順を説明する図、図２０は第３の変形例の３
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図２１は第３の変形例の１つの表示装
置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【００８９】
　本変形例の内視鏡システム１は、図１８に示すように、プロセッサ３の制御部３２に画
像変換部４４，４５，４６が設けられておらず、さらに画像合成部４７に変えて画像分割
振り分け部３６が設けられ、３つのモニタ５，６，７の他にさらにモニタ３８が設けられ
ている。
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【００９０】
　このように構成された本変形例の内視鏡システム１では、図１９に示すように、３つの
撮像画像領域５０の丸い画像をプロセッサ３の制御部３２の３つの画像切り出し部４１，
４２，４３によって四角に切り出す。
【００９１】
　そして、制御部３２は、画像分割振り分け部３６が側方の画像領域５２，５３の一部を
分割して前方の画像領域５１と共に表示できるように変換(なお、その部分だけ合成でも
よい)する。
【００９２】
　こうして、内視鏡システム１は、図２０に示すように、３つのモニタ５，６，７のうち
、モニタ５の第１の表示領域に前方の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領域に
側方の画像領域５２，５３の一部の観察画像５２ａ，５３ａを表示して、モニタ６，７に
側方の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂを表示する。
【００９３】
　さらに、内視鏡システム１は、ここでもプロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記
録部４８に処理した画像を記録する。
【００９４】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、モニタ５とモニタ６，７との境界
で、両側方の画像の一部が隠れないようにすることができる。
【００９５】
　なお、図２１に示すように、本変形例の内視鏡システム１においても、３つのモニタ５
，６，７それぞれの画面に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、１つのモ
ニタ３８の１つの画面に複数、例えば３つの表示部分をプロセッサ３により設定し、その
複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像を表示させる他の動作モードで動
作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【００９６】
（第４の変形例）
　図２２は、第４の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概
略図、図２３は第４の変形例の画像処理の手順を説明する図、図２４は第４の変形例の３
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図２５は第４の変形例の１つの表示装
置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【００９７】
　本変形例の内視鏡システム１は、図２２に示すように、プロセッサ３の制御部３２に画
像変換部４５，４６が２つだけ設けられており、３つのモニタ５，６，７の他にさらにモ
ニタ３８が設けられている。
【００９８】
　このように構成された本変形例の内視鏡システム１では、図２３に示すように、プロセ
ッサ３の制御部３２によって、３つの撮像画像領域５０の丸い画像から画像切り出し部４
１が前方の画像を長円形、円形、樽形のような丸い形状に切り出し、画像切り出し部４２
，４３が側方の２つの画像を四角に切り出す。
【００９９】
　そして、制御部３２は、前方の画像領域５１を変換することなく、２つの側方の画像領
域５２，５３を画像変換部４５，４６が凹状に変換して、画像合成部４７が３つの画像領
域５１，５２，５３を合成する。
【０１００】
　こうして、内視鏡システム１は、図２４に示すように、モニタ５の第１の表示領域に前
方の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領域に側方の画像領域５２，５３の一部
の観察画像５２ａ，５３ａを表示する。
【０１０１】
　なお、側方の画像領域５２，５３の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂは、モニタ６，７に
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表示される。
【０１０２】
　さらに、内視鏡システム１は、プロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記録部４８
に処理した画像を記録する。
【０１０３】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、３つのモニタ５，６，７の各表示
領域に表示される側方画像の水平方向の寸法が、ほぼ正しく表示される。
【０１０４】
　なお、図２５に示すように、本変形例の内視鏡システム１においても、３つのモニタ５
，６，７それぞれの画面に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、１つのモ
ニタ３８の１つの画面に複数、例えば３つの表示部分をプロセッサ３により設定し、その
複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像を表示させる他の動作モードで動
作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【０１０５】
（第５の変形例）
　図２６は、第５の変形例の表示装置に観察画像を表示させるプロセッサの構成を示す概
略図、図２７は第５の変形例の画像処理の手順を説明する図、図２８は第５の変形例の３
つの表示装置に観察画像を表示した状態を示す図、図２９は第５の変形例の１つの表示装
置に観察画像を表示した状態を示す図である。
【０１０６】
　本変形例の内視鏡システム１は、図２６に示すように、プロセッサ３の制御部３２に画
像変換部４５，４６が２つだけ設けられており、さらに画像合成部４７に変えて画像分割
振り分け部３６が設けられ、３つのモニタ５，６，７の他にさらにモニタ３８が設けられ
ている。
【０１０７】
　このように構成された本変形例の内視鏡システム１では、図２７に示すように、プロセ
ッサ３の制御部３２によって、３つの撮像画像領域５０の丸い画像から画像切り出し部４
１が前方の画像を長円形、円形、樽形のような丸い形状に切り出し、画像切り出し部４２
，４３が側方の２つの画像を四角に切り出す。
【０１０８】
　そして、制御部３２は、側方の２つの画像領域５２，５３のみを画像変換部４５，４６
が凹状に変換する。
【０１０９】
　その後、制御部３２は、画像分割振り分け部３６が側方の画像領域５２，５３の一部を
分割して前方の画像領域５１と共に表示できるように変換(なお、その部分だけ合成でも
よい)する。
【０１１０】
　こうして、内視鏡システム１は、図２８に示すように、３つのモニタ５，６，７のうち
、モニタ５の第１の表示領域に前方の画像領域５１を表示すると共に、第２の表示領域に
側方の画像領域５２，５３の一部の観察画像５２ａ，５３ａを表示して、モニタ６，７に
側方の残りの観察画像５２ｂ，５３ｂを表示する。
【０１１１】
　さらに、内視鏡システム１は、プロセッサ３の制御部３２に設けられた画像記録部４８
に処理した画像を記録する。
【０１１２】
　このような構成とすることで、内視鏡システム１は、モニタ５とモニタ６，７との境界
で、両側方の画像の一部が隠れないようにすることができる。
【０１１３】
　なお、図２９に示すように、本変形例の内視鏡システム１においても、３つのモニタ５
，６，７それぞれの画面に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、１つのモ
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ニタ３８の１つの画面に複数、例えば３つの表示部分をプロセッサ３により設定し、その
複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像を表示させる他の動作モードで動
作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【０１１４】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態の内視鏡システムについて、図面に基づいて、以下に
説明する。なお、以下の説明において、上述した第１の実施の形態に記載した同一の構成
要素について、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明を省略する。
【０１１５】
　図３０は、内視鏡により撮影された被検体像が表示された５つのモニタを示す図、図３
１は変形例の内視鏡の先端部の構成を示す斜視図、図３２は変形例の内視鏡により撮影さ
れた被検体像が表示された５つのモニタを示す図、図３３は変形例の内視鏡により撮影さ
れた被検体像が表示された１つのモニタを示す図である。
【０１１６】
　本実施の形態の内視鏡システム１は、図３０に示すように、ここでは図示しないプロセ
ッサ３によって合成された内視鏡画像を表示する５つの表示装置であるモニタ５，６，７
，８，９を有している。
【０１１７】
　即ち、内視鏡システム１は、第１の実施の形態の構成に加え、中央に配置されるモニタ
５に対して上下方向に新たに２つのモニタ８，９を有している。
【０１１８】
　これら２つのモニタ８，９には、各撮像ユニット２１，２２，２３により取得された被
写体像の上下部分が表示される。
【０１１９】
　具体的に、中央のモニタ５には、第１の実施の形態と同様に、前方視野の画像領域５１
の観察画像５１ａおよび各側方視野の撮像画像領域５２，５３の観察画像５２ａ，５３ａ
が表示される。
【０１２０】
　また、左右のモニタ６，７には、第１の実施の形態と同様に、各側方視野方向の画像領
域５２，５３のうち、観察画像５２ａ，５３ａを除いた残りの部分の観察画像５２ｂ，５
３ｂが表示される。
【０１２１】
　そして、上下のモニタ８，９には、前方視野の画像領域５１のうち、観察画像５１ａを
除いた上下方向の残りの観察画像５１ｂ，５１ｃおよび各側方視野の撮像画像領域５２，
５３のうち、観察画像５２ａ，５２ｂ，５３ａ，５３ｂを除いた上下方向の一部の観察画
像５２ｃ，５２ｄ，５３ｃ，５３ｄが表示される。
【０１２２】
　ここでは、画像領域５１，５２，５３における上下方向が上下のモニタ８，９に表示で
きるため、プロセッサ３の制御部３２に設けられる３つの切り出し部４１，４２，４３に
よる撮像画像領域５０（図３参照）の上下方向に切り出しが必要なくなる。なお、観察画
像を変形させて合成などする制御については、第１の実施の形態と同じである。
【０１２３】
　このように構成された内視鏡システム１では、各撮像ユニット２１，２２，２３により
取得された被写体像としての撮像画像領域５０のうち、第１の実施の形態に比して、モニ
タ５，６，７の表示領域では使用しない切り出し（マスキング）部分を極力小さくするこ
とができ、複数の撮像ユニット２１，２２，２３による広角観察画像を有効に見せること
ができる。
【０１２４】
　さらに、内視鏡システム１は、中央および左右のモニタ５，６，７に加え上下にモニタ
８，９を設けることで、これら５つのモニタ５，６，７，８，９に表示される被写体像の
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見た目が立体的な印象となり視認性を向上させることができる。
【０１２５】
　なお、これら上下に配設される２つのモニタ８，９は、常に表示されていると、ユーザ
の視界に入ってくる情報量が多くなり、ユーザへの負担が増加するため、内視鏡２の操作
部などに設けられるスイッチによる手元操作、フットスイッチによる足元操作、医療アシ
スタントによる手動操作などによって表示／非表示を切り替えることができるようになっ
ている。
【０１２６】
　さらに、２つのモニタ８，９は、それら自体を必要としない場合、中央のモニタ５また
は左右のモニタ６，７の背面側などに収納できるような構成としてもよい。
【０１２７】
　これにより、内視鏡システム１は、ユーザにより所望の表示形態を変更できるようにな
り、内視鏡検査の効率および精度を向上させることができる。
【０１２８】
（変形例）
　なお、上述では、内視鏡２の先端部１１に３つの観察窓１３，１６，１７および３つの
撮像ユニット２１，２２，２３を設けた構成としたが、図３１に示すように、先端部１１
にさらに２つの観察窓２７，２８および２つの撮像ユニット２９，３０を設けてもよい。
【０１２９】
　なお、挿入部１０の先端部１１内において、観察窓２７の後ろ側には、第３の側方視野
用の撮像ユニット２９が配設され、観察窓２８の後ろ側には、第４の側方視野用の撮像ユ
ニット３０が配設されている。
【０１３０】
　これら観察窓２９，３０のそれぞれは、挿入部１０の先端部１１に設けられ、第１の方
向である前方および左右方向の第２の方向である側方とは異なる方向から第３の被写体像
を取得する第３の画像取得部を構成している。
【０１３１】
　換言すると、上述したように、第１の被写体像が挿入部１０の長手方向に略平行な挿入
部前方を含む、第１の方向の被写体像となり、第２の被写体像が挿入部１０の長手方向に
略直交する挿入部側方を含む左右方向の第２の方向の被写体像となり、第３の被写体像が
挿入部１０の長手方向に略直交すると共に、第２の方向にも略直交する上下方向の第３の
方向の被写体像となる。
【０１３２】
　そして、これら５つの撮像ユニット２１，２２，２３，２９，３０により取得された前
方および上下左右方向の被写体像は、図３２に示すように５つのモニタ５，６，７，８，
９に表示される。
【０１３３】
　具体的に、中央のモニタ５には、上述したように、前方視野の画像領域５１の観察画像
５１ａおよび第１，第２の側方視野の撮像画像領域５２，５３の観察画像５２ａ，５３ａ
が表示される。
【０１３４】
　そして、左右のモニタ６，７には第１，第２の側方視野方向の画像領域５２，５３のう
ち、観察画像５２ａ，５３ａを除いた残りの部分の観察画像５２ｂ，５３ｂが表示される
。
【０１３５】
　ここでの上下のモニタ８，９には、前方視野の画像領域５１のうち、観察画像５１ａを
除いた上下方向の残りの観察画像５１ｂ，５１ｃおよび第３，第４の側方視野方向の画像
領域５４，５５が表示される。
【０１３６】
　このように構成された内視鏡システム１は、上述した効果に加え、上下方向により広角
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な観察画像を表示することができる。
【０１３７】
　なお、図３０、図３２に示すように、５つのモニタ５，６，７，８，９それぞれの画面
に表示部分を１つずつ表示する領域として設定したが、図３３に示すように、１つのモニ
タ（３８）の１つの画面に複数、例えば５つの表示部分をプロセッサ３により設定し、そ
の複数の表示部分にそれぞれ前方視野画像、側方視野画像と上下方向の視野画像を表示さ
せる他の動作モードで動作するよう切り替える機能を有していてもよい。
【０１３８】
　その際の視野画像の切り出し方は、図３０、図３２のように丸い形状に切り出してもよ
いが、第１の実施の形態の第２、第３の変形例に記載のように例えば四角い状態で表示さ
せてもよい。
【０１３９】
（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態の内視鏡システムについて、図面に基づいて、以下に
説明する。なお、以下の説明において、上述した第１，第２の実施の形態に記載した同一
の構成要素について、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明を省略する。さら
に、以下に説明する構成は、第１，第２の実施の形態と組み合わせることができるもので
ある。
【０１４０】
　図３４は、画像記録部および内視鏡画像が表示された表示装置を示す図である。　
　ここでの内視鏡システム１は、図３４に示すように、プロセッサ３の制御部３２に設け
られる画像記録部４８へのファイリング時に、前方の画像領域５１と各側方の画像領域５
２，５３を１つの画像としたファイリング形式で保存するか、前方の画像領域５１と各側
方の画像領域５２，５３の撮影時間を同期させた状態で個別に分けたファイリング形式で
複数の記録モードで保存するかをユーザが選択できるように構成されている。
【０１４１】
　なお、この選択の切り替えは、例えば、内視鏡２の操作部に設けられたスイッチ、プロ
セッサ３に設けられたスイッチなどで行うことができる（いずれも不図示）。
【０１４２】
　このような構成により、内視鏡システム１は、ユーザの好みに合わせた記録モードに設
定することで、それに対応したファイリング形式で観察画像を記録することができるため
、各画像領域５１，５２，５３における観察画像の検索、表示などを効率的に行うことが
できる。その結果、ユーザは、観察画像の見直し、レポートなどの作成が行い易くなる。
【０１４３】
（第４の実施の形態）
　上述した各実施の形態および各変形例において、側方を照明および観察する機能を実現
する機構は、前方を照明および観察する機能を実現する機構と共に、挿入部１０に内蔵さ
れているが、挿入部１０に対して着脱自在な別体としてもよい。
【０１４４】
　なお、図３５は、第４の実施の形態に関わる、側方観察用のユニットが取り付けられた
挿入部１０の先端部１１の斜視図である。
【０１４５】
　挿入部１０の先端部１１は、前方側視用ユニット６００を有している。側方視野用ユニ
ット５００は、前方視野用ユニット６００に対してクリップ部５０３によって着脱自在な
構成を有している。
【０１４６】
　側方視野用ユニット５００は、左右方向の画像を取得するための２つの観察窓５０１と
、左右方向を照明する２つの照明窓５０２と、を有している。
【０１４７】
　プロセッサ３等は、側方視野用ユニット５００の各照明窓５０２の点灯と消灯を、前方
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視野のフレームレートに合わせて行うようにして、上述した実施の形態に示したような観
察画像の取得と表示を行うことができる。
【０１４８】
　以上のように、上述した各実施の形態および変形例によれば、広角な視野を有する内視
鏡の視野方向の変更時に、迅速に観察可能な内視鏡システムを提供することができる。
【０１４９】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能であ
る。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の
構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【０１５０】
　例えば、実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べ
られている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除された構成が発明として抽出され得るものである。
【０１５１】
　本出願は、２０１４年１１月１８日に日本国に出願された特願２０１４－２３３８７１
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範
囲、および図面に引用されたものである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【図１８】 【図１９】
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【図２１】 【図２２】
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【図２６】 【図２７】
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【図２８】

【図２９】

【図３０】

【図３１】 【図３２】
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【図３３】 【図３４】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明における一態様の内視鏡システムは、被写体の第１の領域から第１の画像を取得
する第１の画像取得部と、前記挿入部に設けられ、前記第１の領域と隣り合う領域を含む
被写体の第２の領域から第２の画像を取得する第２の画像取得部と、前記第２の画像を、
前記第１の画像に隣接する隣接画像と他の領域の画像とに分割し、該隣接画像を前記第１
の画像に隣り合わせて配置するように前記第１の画像と前記隣接画像とを合成して合成画
像を生成するとともに、前記他の領域の画像を、前記合成画像とは異なる画像として生成
する画像合成部と、を有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被写体の第１の領域から第１の画像を取得する第１の画像取得部と、
　前記挿入部に設けられ、前記第１の領域と隣り合う領域を含む被写体の第２の領域から
第２の画像を取得する第２の画像取得部と、
　前記第２の画像を、前記第１の画像に隣接する隣接画像と他の領域の画像とに分割し、
該隣接画像を前記第１の画像に隣り合わせて配置するように前記第１の画像と前記隣接画
像とを合成して合成画像を生成するとともに、前記他の領域の画像を、前記合成画像とは
異なる画像として生成する画像合成部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記合成画像と前記他の領域の画像とを個別に表示信号にそれぞれ変換し、第１の表示
装置に対して前記合成画像を変換して得られる表示信号を出力するとともに、第２の表示
装置に対して前記他の領域の画像を変換して得られる表示信号を出力する複数表示モード
と、
　前記合成画像および前記他の領域の画像に基づいて、前記合成画像と前記他の領域の画
像とが離間して配置された映像を表す表示信号を生成し、該表示信号を表示装置に対して
出力する単一表示モードと、
　のうちいずれかをそれぞれ切り替えて前記表示信号を出力する画像出力部をさらに備え
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第２の領域とは異なる方向から前記第１の領域に隣接する被写体の第３の領域から
第３の画像を取得する第３の画像取得部をさらに備え、
　前記画像合成部は、前記第２の画像および前記第３の画像から前記隣接画像を生成し、
前記第１の画像に該隣接画像を合成して前記合成画像を生成することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記第１の画像取得部は、前記第１の画像を光電変換する第１の撮像部を備え、
　前記第２の画像取得部は、前記第２の画像を光電変換する前記第１の撮像部とは異なる
第２の撮像部を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
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【請求項５】
　前記第１の領域は、前記挿入部の長手方向に沿った挿入部前方を含む領域で、前記第１
の画像は、前記第１の画像取得部によって取得された前記第１の領域の画像であり、
　前記第２の領域は、前記挿入部の長手方向に直交する挿入部側方を含む領域で、前記第
２の画像は、前記第２の画像取得部によって取得された前記第２の領域の画像であること
を特徴とすることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記第１の画像および前記第２の画像のうち少なくともいずれかを所定の形状に変形す
る画像変換部を備えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記画像変換部は、前記第１の画像の側端部が凸曲状になっている形状に変換し、前記
第２の画像の前記第１の画像に隣接する前記第１の画像の前記凸曲状と一致する凹曲状に
歪んだ形状に変換することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記第１の画像および前記第２の画像を記録する画像記録部を有していることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記第１の画像および前記第２の画像を１つに合成して一つのファイリング形式で前記
画像記録部に保存する第１のモードと、
　前記第１の画像および前記第２の画像を個別に分けた複数のファイリング形式で前記画
像記録部に保存する第２のモードと、
　一つのファイリング形式に合成した前記第１の画像および前記第２の画像と、複数のフ
ァイリング形式として分けた前記第１の画像および前記第２の画像とを、同時に前記画像
記録部に保存する第３のモードと、
　を選択的に切り替えるスイッチを備えたことを特徴とする請求項８に記載の内視鏡シス
テム。
【手続補正書】
【提出日】平成28年11月7日(2016.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明における一態様の内視鏡システムは、被写体の第１の領域から第１の画像を取得
する第１の画像取得部と、前記第１の領域と隣り合う領域を含む被写体の第２の領域から
第２の画像を取得する第２の画像取得部と、前記第２の画像を、前記第１の画像に隣接す
る隣接画像と他の領域の画像とに分割し、該隣接画像を前記第１の画像に隣り合わせて配
置するように前記第１の画像と前記隣接画像とを合成して合成画像を生成するとともに、
前記他の領域の画像を、前記合成画像とは異なる画像として生成する画像合成部と、前記
画像合成部からの画像を出力する画像出力部と、を有し、前記画像出力部は、前記合成画
像と前記他の領域の画像とを個別に表示信号にそれぞれ変換し、第１の表示装置に対して
前記合成画像を変換して得られる表示信号を出力するとともに、第２の表示装置に対して
前記他の領域の画像を変換して得られる表示信号を出力する複数表示モードと、前記合成
画像および前記他の領域の画像に基づいて、前記合成画像と前記他の領域の画像とが離間
して配置された映像を表す表示信号を生成し、該表示信号を表示装置に対して出力する単
一表示モードと、のうちいずれかをそれぞれ切り替えて前記表示信号を出力する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の第１の領域から第１の画像を取得する第１の画像取得部と、
　前記第１の領域と隣り合う領域を含む被写体の第２の領域から第２の画像を取得する第
２の画像取得部と、
　前記第２の画像を、前記第１の画像に隣接する隣接画像と他の領域の画像とに分割し、
該隣接画像を前記第１の画像に隣り合わせて配置するように前記第１の画像と前記隣接画
像とを合成して合成画像を生成するとともに、前記他の領域の画像を、前記合成画像とは
異なる画像として生成する画像合成部と、
　前記画像合成部からの画像を出力する画像出力部と、を有し、
　前記画像出力部は、
　前記合成画像と前記他の領域の画像とを個別に表示信号にそれぞれ変換し、第１の表示
装置に対して前記合成画像を変換して得られる表示信号を出力するとともに、第２の表示
装置に対して前記他の領域の画像を変換して得られる表示信号を出力する複数表示モード
と、
　前記合成画像および前記他の領域の画像に基づいて、前記合成画像と前記他の領域の画
像とが離間して配置された映像を表す表示信号を生成し、該表示信号を表示装置に対して
出力する単一表示モードと、
のうちいずれかをそれぞれ切り替えて前記表示信号を出力することを特徴とする内視鏡シ
ステム。
【請求項２】
　前記第２の領域とは異なる方向から前記第１の領域に隣接する被写体の第３の領域から
第３の画像を取得する第３の画像取得部をさらに備え、
　前記画像合成部は、前記第２の画像および前記第３の画像から前記隣接画像を生成し、
前記第１の画像に該隣接画像を合成して前記合成画像を生成することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第１の画像取得部は、前記第１の画像を光電変換する第１の撮像部を備え、
　前記第２の画像取得部は、前記第２の画像を光電変換する前記第1の撮像部とは異なる
第２の撮像部を備えていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記第１の画像取得部および前記第２の画像取得部が挿入部に設けられ、
　前記第１の領域は、前記挿入部の長手方向に沿った挿入部前方を含む領域で、前記第１
の画像は、前記第１の画像取得部によって取得された前記第１の領域の画像であり、
　前記第２の領域は、前記挿入部の長手方向に直交する挿入部側方を含む領域で、前記第
２の画像は、前記第２の画像取得部によって取得された前記第２の領域の画像であること
を特徴とすることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記第１の画像および前記第２の画像のうち少なくともいずれかを所定の形状に変形す
る画像変換部を備えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記画像変換部は、前記第１の画像の側端部が凸曲状になっている形状に変換し、前記
第２の画像の前記第１の画像に隣接する前記第１の画像の前記凸曲状と一致する凹曲状に
歪んだ形状に変換することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記第１の画像および前記第２の画像を記録する画像記録部を有していることを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
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　前記第１の画像および前記第２の画像を１つに合成して一つのファイリング形式で前記
画像記録部に保存する第１のモードと、
　前記第１の画像および前記第２の画像を個別に分けた複数のファイリング形式で前記画
像記録部に保存する第２のモードと、
　一つのファイリング形式に合成した前記第１の画像および前記第２の画像と、複数のフ
ァイリング形式として分けた前記第１の画像および前記第２の画像とを、同時に前記画像
記録部に保存する第３のモードと、
　を選択的に切り替えるスイッチを備えたことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡シス
テム。
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【国際調査報告】



(30) JP WO2016/080118 A1 2016.5.26

10

20

30

40



(31) JP WO2016/080118 A1 2016.5.26

10

20

30

40



(32) JP WO2016/080118 A1 2016.5.26

10

20

30

40



(33) JP WO2016/080118 A1 2016.5.26

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  鈴木　健夫
            東京都八王子市石川町２９５１番地　オリンパス株式会社内
(72)発明者  渡辺　高範
            東京都八王子市石川町２９５１番地　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 CA04  CA12  CA21  DA11  DA12  DA21  GA02  GA11 
　　　　 　　  4C161 BB02  BB04  BB05  CC06  DD03  FF40  JJ17  LL02  LL08  NN01 
　　　　 　　        NN05  PP19  QQ07  SS21  VV04  WW02  WW04  YY07  YY12  YY18 
　　　　 　　  5C054 CC07  FE01  FE17  GB01  HA12 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 内窥镜系统

公开(公告)号 JPWO2016080118A1 公开(公告)日 2017-04-27

申请号 JP2016538115 申请日 2015-10-15

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 倉康人
本田一樹
鈴木健夫
渡辺高範

发明人 倉 康人
本田 一樹
鈴木 健夫
渡辺 高範

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24 H04N7/18

CPC分类号 A61B1/0005 A61B1/00009 A61B1/00105 A61B1/0014 A61B1/00177 A61B1/00181 A61B1/04 A61B1
/0615 G02B23/12 G02B23/2484 G06T1/0007 G06T7/11 G06T11/60 H04N5/2256 H04N5/2258 H04N5
/23232 H04N7/18 H04N2005/2255

FI分类号 A61B1/04.370 G02B23/24.B H04N7/18.M

F-TERM分类号 2H040/CA04 2H040/CA12 2H040/CA21 2H040/DA11 2H040/DA12 2H040/DA21 2H040/GA02 2H040
/GA11 4C161/BB02 4C161/BB04 4C161/BB05 4C161/CC06 4C161/DD03 4C161/FF40 4C161/JJ17 
4C161/LL02 4C161/LL08 4C161/NN01 4C161/NN05 4C161/PP19 4C161/QQ07 4C161/SS21 4C161
/VV04 4C161/WW02 4C161/WW04 4C161/YY07 4C161/YY12 4C161/YY18 5C054/CC07 5C054/FE01 
5C054/FE17 5C054/GB01 5C054/HA12

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

优先权 2014233871 2014-11-18 JP

其他公开文献 JP6064091B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

内窥镜系统1包括：被插入到被检体内的插入部10；被设置在该插入部10内的，从被检体的第一区域取得第一图像的第一图像获取
部13；以及插入部。 设置在单元10中的第二图像获取单元16和17用于从被摄体的第二区域获取第二图像，该第二区域包括与第一
区域相邻的区域，以及用于显示图像的显示单元5。 与第一显示区域相邻的第一显示区域和第二显示区域分别设置为6、6和7，第
一图像布置在第一显示区域中，第二图像的一部分设置为第一显示区域。 图像处理单元，其在显示区域中与第一图像相邻布置，并
且执行图像处理，使得第二图像的剩余部分被布置在第二显示区域中。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/79453815-8bd5-4654-9035-90d300bed99c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/056013676/publication/JPWO2016080118A1?q=JPWO2016080118A1



